




1.研究目的

　今年度報告の業績を大別すると,ひとつは高令妊婦における染色体異常妊娠

の増加とその原因の追求。またひとつはかかる先天異常の多発は生殖生理の老

化現象の何と関連しておこるか,基礎的に追求したものである。


